
2017年度東北地理学会秋季学術大会シンポジウム 

（兼「日本地理学会被災地再建研究グループ 2017年度第 1回研究集会」） 

「 津波災害を如何に伝えるか―地元から後世および他地域に 」 

 

執筆者：岩船昌起・田村俊和・瀬戸真之・阿部隆・佐藤孝雄・鈴木比奈子・駒木伸比古 

日時：2017年 10月 28日（土）15:00～17:30  

場所：岩手県民会館 第一会議室 

主催：東北地理学会  共催：日本地理学会被災地再建研究グループ 

後援：岩手県山田町、岩手県立大学、NHK盛岡放送局、岩手日報社 

事務局：岩手県立大学総合政策学部 吉木研究室 

参加者：55名 

 

【プログラム】  

開会挨拶＜15:00～15:05＞ 村山良之（東北地理学会会長） 

趣旨説明＜15:05～15:10＞ 岩船昌起（鹿児島大） 

研究報告＜15:10～16:40＞                     座長 岩船昌起 

1. 鈴木比奈子（防科研）： 

東日本沿岸における過去の津波災害の記録─その整理と地理空間情報の抽出─ 

2. 田村俊和（東北大・名誉） 

     明治以降の大津波災害とその記録の残し方―山田町を事例に― 

3. 佐藤孝雄（山田町総務課） 

山田町の東日本大震災記録誌―その編集テーマと制作過程― 

座長 田村俊和 

4. 岩船昌起（鹿児島大）                    

     避難行動と避難生活を如何に伝えるか―山田町「震災記録誌」のねらい― 

5. 阿部 隆（東北大・院） 

避難所・避難生活者の動きを記録する 

6. 瀬戸真之（福島大） 

人間行動の基盤としての土地条件を地形学的視点で記録する 

7. 岩船昌起（鹿児島大） 

避難者の行動や思いを避難環境と結ぶ―地図・現場での証言の時空間的検証― 

    （休憩）〔5分〕 

総合討論 ＜16:50～17:30＞               座長 田村俊和・岩船昌起 

コメント 駒木伸比古（愛知大） 

震災による買い物環境の変化の記録―フードデザート研究の視点から― 

総括および閉会挨拶 田村俊和（東北大・名誉） 



【趣旨】 

 大きな自然災害が発生すると、さまざまな専門機関等が多様な観測を行い、それらの観測

結果に基づいて各分野の研究者が災害の諸側面に分析を加える。その成果は大量の論文等

として公表され、災害を構成する各現象の発生機構に関する、ひいてはその学問分野におけ

る、新知見につながるものも少なくない。一方、被災した諸施設の管理主体も被害報告をま

とめ、その中には、発災要因の推定に有用な情報となるものもある。行政機関は、当然、所

管の範囲内で各種被害についてその規模等を集計する。救助・救援、復旧・復興等に携わっ

た立場からも膨大な記録が残される。他方で、きわめて多様な個人の体験や思いも、一部は

文書や音源・映像等に記録され、さらにその一部は公開される。そして、それぞれに関連す

る画像情報は、適切に保存されるか否かにかかわらず、たいへんな量に達する。これらは、

すべて「災害記録」とみなせるであろう。それにかかわる原資料が散逸する前に広く収集し、

整理してアクセスしやすくする、いわゆる災害アーカイブを構築する試みも進んできた。 

 東日本大震災の発災から 6 年半が経過しようとする現在、それを顧みた防災体制や防災

教育等の再検討・強化と関連して、被災自治体等を中心に「震災・復興記録の収集・整理・

保存」が進められ、多くの「震災記録誌」が発行されつつある。これらの大半は、国が東日

本大震災復興交付金制度により推奨した事業によるものであるが、その制作方法等につい

ては当該自治体の判断に委ねられ、自治体ごとに多様な内容・構成のものが生み出された。

これら「記録誌」の全てを閲覧できていないものの、少なくとも従来作成されたこの種の刊

行物の中には、（狭義の）行政サービスに直結する事柄に限定したものや、それに専門的報

告・被害統計等の引き写しおよび被災談を付け加えたものなどが見受けられ、後世に残し、

他地域にも知らせるべき「震災」現象を的確に伝えているものは、意外に少ないように思わ

れる。これら記録誌を、「防災・減災」の目的で後世および他地域の人びとにも正しく伝え

るものとするには、人びとの日常的行動範囲に比較的近い空間における、発災にかかわるさ

まざまな物理的現象、同時並行で行われた避難行動、およびその後の避難生活を経て少なく

とも応急的復旧に至るまでの過程を、時空間スケールを整理した上で系統的に記録し、現時

点で考えられる問題点およびそれを解決する方向を示す必要があると考えられる。一方、特

に自治体が「公表・刊行」する場合に、どこまで「編集」を行い、「社会的な責任」にかか

わる記録をどこまで残すかという判断が求められる局面もあろう。 

本シンポジウムでは、岩手県沿岸で歴史的にも繰り返されてきた「津波災害」に焦点を絞

り、岩手県山田町での「震災記録誌」の事例など挙げつつ、「被災自治体等が中心になって

発行する震災記録誌」を中心に、地元から多少とも整理されて発信される「災害記録誌」を

考察の主対象として、「ローカルな災害記録の実態とあり方」 についての現時点でのあるべ

き方向を議論する。 

（文責：岩船昌起・田村俊和） 


